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は
じ
め
に

元
末
四
家
の
一
人
黄
公
望
︵
一
二
六
九
︱
一
三
五
四
︶
の
﹁
富
春
山
居
図
巻
︵
無

用
師
巻
︶﹂１
︵
元
・
至
正
一
〇
年
︵
一
三
五
〇
︶
完
成　

紙
本
墨
画　

縦
三
三
・
〇
×

横
六
三
六
・
九
㎝　

台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
︶︵
図
１
︶
は
、
富
春
江
一
帯
の
景

色
を
水
墨
で
描
い
た
、
六
メ
ー
ト
ル
以
上
に
亘
る
紙
本
の
長
巻
で
あ
る
。
至
正
一
〇

年
に
完
成
す
る
ま
で
、
実
に
三
年
と
い
う
年
月
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
が
自
跋
か
ら

分
か
り
、
道
士
の
友
人
無
用
師
に
贈
ら
れ
た
。
黄
公
望
最
晩
年
の
代
表
作
で
あ
り
、

中
国
絵
画
を
代
表
す
る
名
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
は
、

﹁
無
用
師
巻
﹂
の
他
に
模
本
が
複
数
存
在
す
る
が
、
中
で
も
﹁
子
明
巻
﹂︵
台
北
国
立

故
宮
博
物
院
蔵
︶︵
図
２
︶
と
呼
ば
れ
る
模
本
が
重
要
で
あ
る２
。
今
日
で
は
﹁
無
用

師
巻
﹂
が
真
跡
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、﹁
子
明
巻
﹂
の
方
が
わ
ず
か
に
早
く

清
朝
内
府
に
入
っ
た
為
に３
長
ら
く
真
跡
と
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
現
在
﹁
子
明

巻
﹂
は
明
末
頃
の
模
本
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
余
白
を
乾
隆
帝
の
賛
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
失
わ
れ
た
巻
頭
部
分
を
知
る
上
で
重
要
な
作
品
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
明
の
沈
周
︵
一
四
二
七
︱
一
五
〇
九
︶
が
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た
﹁
無

用
師
巻
﹂
を
記
憶
に
よ
っ
て
描
い
た
﹁
倣
黄
公
望
富
春
山
居
図
巻
﹂４
︵
一
四
八
七

年
、
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
︶︵
図
４
︶
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
失
わ
れ
た
巻
頭
部

分
を
復
元
す
る
際
に
重
要
な
模
本
で
あ
る
。

黄
公
望
は
、
呉
鎮
︵
一
二
八
〇
︱
一
三
五
四
︶、
倪
瓚
︵
一
三
〇
一
︱
一
三
七

四
︶、
王
蒙
︵
一
三
〇
八
︱
一
三
八
五
︶
と
並
び
﹁
元
末
四
大
家
﹂
と
称
さ
れ
、
元

末
期
を
代
表
す
る
文
人
画
家
と
し
て
中
国
美
術
史
上
夙
に
名
高
い５
。
そ
の
た
め
、
中

国
や
台
湾
、
香
港
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
に
お
け
る
研
究
者
に
よ
っ
て
多
く
の
研
究
が

な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
黄
公
望
の
生
涯
や
、
そ
の
代
表
作

で
あ
る
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
の
伝
来
と
現
存
す
る
二
本
︵﹁
無
用
師
巻
﹂
と
﹁
子
明

巻
﹂︶
を
巡
る
真
贋
問
題
に
関
し
て
、
文
献
資
料
に
よ
る
論
考
を
中
心
に
展
開
し
て

き
た
。
本
稿
で
は
代
表
作
で
あ
る
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
を
取
り
上
げ
、
画
巻
構
成
や

筆
墨
の
変
化
、
そ
し
て
時
間
軸
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
考
察
し
、
様
式
分
析
に
よ

る
具
体
的
な
作
品
検
討
を
行
い
た
い
。
そ
の
上
で
中
国
歴
代
山
水
画
巻
の
展
開
の
中

に
位
置
づ
け
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
の
独
自
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、
黄
公
望
に
つ
い
て

先
ず
、
黄
公
望
の
生
涯
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

黄
公
望
「
富
春
山
居
図
巻
」
に
つ
い
て 

　
　
　
　

中
国
歴
代
山
水
画
巻
に
お
け
る
位
置
付
け
を
中
心
に　
　

内　

山　

智　

惠



－106－

今
日
、
黄
公
望
の
生
涯
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
黄
公
望
と
同

時
代
の
人
物
で
あ
る
鍾
嗣
成
が
記
し
た
上
下
巻
か
ら
成
る
﹃
録
鬼
簿
﹄６

で
あ
る
。

﹃
録
鬼
簿
﹄
の
﹁
鬼
﹂
と
は
死
者
を
意
味
す
る
が
、
黄
公
望
は
﹁
方
今
才
人
相
知

者
﹂︵
下
巻
︶
の
条
に
記
さ
れ
、﹁
未
死
之
鬼
﹂
に
該
当
す
る
。
鍾
嗣
成
と
直
接
の
知

り
合
い
だ
っ
た
点
や
、
存
命
中
の
黄
公
望
を
記
し
て
い
る
点
で
重
要
な
資
料
で
あ

る７
。先

行
研
究
と
し
て
、
温
肇
桐
﹃
元
季
四
大
画
家
﹄︵
上
海
、
世
界
書
局
、
一
九
四

五
年
。︶、
潘
天
寿
・
王
伯
敏
﹃
黄
公
望
与
王
蒙
﹄︵
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九

五
八
年
。︶、
温
肇
桐
﹃
黄
公
望
史
料
﹄︵
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
三
年
。︶、

青
木
正
児
﹁
読
画
叢
談
﹂﹃
青
木
正
児
全
集　

第
六
巻
﹄︵
春
秋
社
、
一
九
六
九

年
。︶、
国
立
故
宮
博
物
院
編
﹃
元
四
大
家
﹄︵
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
七
五

年
。︶
は
、
い
ず
れ
も
﹃
録
鬼
簿
﹄
を
基
に
そ
の
他
の
資
料
を
参
考
に
し
て
黄
公
望

の
生
涯
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
版
に
よ
る
異
同
等
に
詳
し
く
触
れ
て

お
ら
ず
、
後
世
で
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
逸
話
も
参
照
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
資
料
を
孫
引
き
し
て
い
る
た
め
に
、
理
想
化
さ
れ
た
黄
公
望
像
が
踏
襲
さ
れ
て
き

た
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
陳
高
華
﹁
二
九
、
黄
公
望
﹂﹃
元
代
画
家
史
料
﹄︵
上
海
人

民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
。︶
は
、
歴
史
学
的
観
点
か
ら
史
実
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
従
来
の
様
々
な
逸
話
を
否
定
し
て
お
り
、
黄
公
望
の
生
涯
を
知
る
う
え
で
極
め

て
重
要
な
新
知
見
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、湊
信
幸
﹁
黄
公
望
略
伝
︵
上
︶﹂

﹃
東
京
国
立
博
物
館
紀
要　

一
九
号
﹄︵
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
四
年
。︶
は
、

そ
れ
以
前
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
原
資
料
で
あ
る
﹃
録
鬼
簿
﹄
の
版
に
よ
る
違
い

を
示
し
た
う
え
で
、
広
範
囲
に
わ
た
る
資
料
や
詩
文
集
等
の
原
文
に
あ
た
り
生
涯
に

つ
い
て
詳
述
し
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
黄
公
望
の
生
涯
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研

究
と
な
っ
て
い
る
。
何
傳
馨
﹁
導
論
﹂﹃
山
水
合
璧　

黄
公
望
興
富
春
山
居
図
特

展
﹄︵
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
一
年
。︶
は
、
二
〇
一
一
年
に
台
北
国
立
故

宮
博
物
院
で
開
催
さ
れ
た
﹃
山
水
合
璧　

黄
公
望
興
富
春
山
居
図
特
展
﹄
の
図
録
に

収
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
関
す
る
研
究

を
総
合
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
黄
公
望
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
陳
高
華
氏

や
湊
信
幸
氏
が
示
し
た
論
を
採
用
せ
ず
に
、
従
来
の
理
想
化
さ
れ
た
黄
公
望
像
を
受

け
継
ぐ
形
を
と
っ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
研
究
で
は
、
従
来
の
理
想
化
さ
れ
た
黄
公
望
像
、
つ
ま
り

資
料
の
版
に
よ
る
異
同
や
、
誤
字
、
後
世
の
脚
色
に
つ
い
て
考
慮
せ
ず
鵜
呑
み
に
し

た
説
が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
厳
密
に
考
証
し
た
陳
高
華
氏
や
湊
信
幸
氏
に
よ
っ
て

か
な
り
修
正
さ
れ
、
漸
く
本
来
の
黄
公
望
像
が
み
え
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、

二
氏
の
論
を
参
照
せ
ず
未
だ
に
従
来
の
説
を
採
用
す
る
論
考
も
少
な
く
な
い８
。

黄
公
望
の
生
涯
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
理
由
と
し
て
、
第
一
に
在
世
中
ほ
ぼ

無
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
高
官
で
は
な
い
黄
公
望
に
関
す
る
同
時
代
の

伝
記
資
料
は
当
初
よ
り
乏
し
く
、
同
時
代
や
明
代
初
期
の
資
料
で
す
ら
文
に
増
減
や

異
同
が
み
ら
れ
る
。
黄
公
望
の
生
涯
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
僅
か
な
伝
記
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
が
少
な
く
、
そ
の

少
な
さ
故
に
様
々
な
解
釈
が
存
在
し
て
い
る
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
鍾
嗣
成
﹃
録
鬼
簿
﹄
を
元
に
、
陳
高
華
氏
、
湊
信
幸
氏

等
を
参
照
し
て
黄
公
望
の
生
涯
を
ま
と
め
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

　

 

黄
公
望
は
、
南
宋
時
代
末
︵
咸
淳
五
年
︵
一
二
六
九
︶︶
に
、
現
在
の
江
蘇
省

常
熟
に
生
ま
れ
る
。
父
母
を
早
く
に
失
く
し
、
八
歳
の
頃
、
黄
氏
︵
黄
楽
︶
を

継
い
だ
。
黄
氏
の
﹁
黄
公
、
子
を
望
む
こ
と
久
し
。﹂
と
い
う
言
に
よ
っ
て
、

名
を
公
望
、
字
を
子
久
と
し
た
。
若
い
こ
ろ
は
、
田
粮
を
経
理
し
文
書
を
扱
う

低
い
胥
吏
に
就
い
て
お
り
、
上
司
で
あ
る
徐
琰
を
通
じ
て
、
趙
孟
頫
︵
一
二
五

四
︱
一
三
二
二
︶９
、
高
克
恭
︵
一
二
四
八
︱
一
三
一
〇
︶
な
ど
の
杭
州
一
帯
の
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諸
画
家
を
知
る
機
会
を
得
た
と
さ
れ
る
。
四
八
歳
の
時
、
上
司
で
あ
る
張
閭
の

徴
税
に
関
わ
る
事
件
に
連
座
し
、
都
︵
北
京
︶
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
投
獄
さ
れ

て
し
ま
う10
。
出
獄
後
、
道
教
の
一
派
で
あ
る
全
真
教
に
帰
依
し
、
江
南
に
帰
り

本
格
的
に
画
を
描
き
始
め
た
。
蘇
州
、
杭
州
、
松
江
、
富
春
な
ど
を
行
脚
し
、

晩
年
は
常
熟
に
帰
っ
た
と
さ
れ
る
。

従
来
の
研
究
か
ら
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
は
、﹃
録
鬼
簿
﹄
に
詳
し
い
記
述
が
無

い
後
半
生
に
つ
い
て
は
詳
細
が
不
明
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
方
で
、
現
存
す
る
黄
公

望
作
品
は
七
十
代
か
ら
八
十
代
に
か
け
て
の
晩
年
に
集
中
し
て
い
る11
。
先
行
研
究
で

は
、﹃
録
鬼
簿
﹄
が
主
に
前
半
生
に
の
み
触
れ
て
い
る
点
や
、
現
存
す
る
黄
公
望
画

が
晩
年
に
集
中
し
て
い
る
た
め
に
、
黄
公
望
の
生
涯
と
作
品
に
つ
い
て
切
り
離
し
て

研
究
さ
れ
て
き
た
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
文
献
資
料
が
殆
ど
な
く
曖
昧
な
ま
ま
の

後
半
生
に
こ
そ
多
く
の
作
品
が
制
作
さ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
今
後
は
、
生
涯

と
作
品
を
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と
で
、
改
め
て
黄
公
望
画
を
多
角
的
に
捉
え
、
作

品
と
結
び
つ
い
た
形
で
総
合
的
に
黄
公
望
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
実
景
と
の
関
り
に
注
目
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。﹁
天
池
石
壁

図
﹂、﹁
渓
山
雨
意
図
巻
﹂、﹁
九
珠
峰
翠
図
﹂、﹁
九
峯
雪
霽
図
﹂、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂

の
五
作
品
程
の
う
ち
﹁
渓
山
雨
意
図
巻
﹂
以
外
の
四
作
品
が
実
際
の
土
地
を
題
名
に

冠
し
て
い
る
。
実
景
と
の
関
り
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
黄
公
望
の
後
半
生
の
足
跡
も

自
ず
と
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
湊
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
黄
公
望
は
、
元
末
期
を
代
表
す
る
文
人
画
家

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
胥
吏
と
し
て
職
に
就
き
上
司
の
事
件
に
連
座
し
投

獄
さ
れ
た
と
い
う
異
色
の
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。
一
般
に
想
像
す
る
科
挙
に
合
格
す

る
た
め
に
教
養
を
身
に
つ
け
た
文
人
と
は
性
格
を
異
に
し
、
決
し
て
順
調
な
人
生
で

は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
元
代
は
、
儒
者
︵
文
人
︶
が
低
い
地
位
に
位
置
付
け
ら
れ

︵
九
儒
十
丐
︶、
儒
学
を
核
と
す
る
伝
統
的
な
価
値
が
崩
壊
し
た
時
代
で
あ
る
。
多
く

の
画
家
が
道
教
の
一
派
で
あ
る
全
真
教
に
加
入
し
た
と
さ
れ
る
が12
、
黄
公
望
も
そ
の

う
ち
の
一
人
と
想
像
で
き
る
。
道
教
の
繋
が
り
で
倪
瓚
ら
と
親
し
く
交
流
し
て
い

た13
。黄

公
望
は
伝
世
す
る
著
書
に
﹃
写
山
水
訣
﹄14

が
あ
る
。
山
水
画
の
描
き
方
を
、
筆

の
使
い
方
か
ら
墨
の
濃
さ
、
描
く
順
ま
で
細
か
く
記
し
た
も
の
で
、
董
源
や
李
成
な

ど
の
先
人
絵
画
の
特
徴
を
伝
え
て
い
る
。
要
点
を
箇
条
書
き
式
で
ま
と
め
た
文
体
か

ら
、
黄
公
望
の
口
伝
を
弟
子
が
書
き
留
め
た
も
の
、
或
い
は
、
弟
子
に
教
授
す
る
た

め
の
講
義
録
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
職
業
画
家
に
近
い
側
面
が
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る15
。

二
、
富
春
山
居
図
巻
の
概
要
と
復
元

こ
こ
で
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
先
述
し

た
よ
う
に
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
伝
来
や
、﹁
無
用
師

巻
﹂
と
﹁
子
明
巻
﹂
を
巡
っ
て
の
真
贋
問
題
に
関
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。
中
で
も
、
青
木
正
児
氏
の
﹁
黄
公
望
富
春
山
居
図
巻
考
﹂﹃
宝
雲　

第
十
七

冊
﹄︵
宝
雲
刊
行
所
、
一
九
三
六
年
。
の
ち
﹃
青
木
正
児
全
集　

第
二
巻
﹄︵
春
秋

社
、
一
九
七
〇
年
。︶
等
に
収
録
︶
で
は
、
描
写
の
面
か
ら
﹁
子
明
巻
﹂
が
模
写
的

特
色
を
持
つ
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
り
、
当
時
、
少
な
く
と

も
日
本
で
﹁
無
用
師
巻
﹂
が
真
蹟
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
後
の
﹁
富
春
山

居
図
巻
﹂
を
巡
る
真
贋
問
題
と
い
う
の
は
、
青
木
氏
か
ら
年
月
を
経
た
一
九
七
四
年

に
徐
復
観
氏
が
﹁
子
明
巻
﹂
を
真
蹟
と
し
て
主
張
し
た
の
を
契
機
と
し
て16
、
香
港
の

﹃
明
報
﹄
誌
上
に
お
い
て
﹁
無
用
師
巻
﹂
と
﹁
子
明
巻
﹂
を
巡
る
論
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。
そ
の
後
、
湊
信
幸
氏
﹁
黄
公
望
富
春
山
居
図
巻
﹂﹃
國
華
﹄
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一
〇
七
九
号
︵
國
華
社
、
一
九
八
五
年
。︶
は
、
二
巻
の
真
贋
を
問
う
論
争
が
収
束

し
、﹁
無
用
師
巻
﹂
が
真
跡
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
論
争
に
関
す
る

経
緯
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
い
る
。
何
傳
馨
﹃
山
水
合
璧　

黄
公
望
興
富
春
山
居
図

特
展
﹄︵
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
一
年
。︶
図
録
で
は
、﹁
富
春
山
居
図

巻
﹂
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
と
し
て
、
黄
公
望
の
生
涯
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
の

伝
来
、
真
贋
問
題
の
経
緯
や
、
黄
公
望
の
他
作
品
、
そ
し
て
黄
公
望
と
同
時
代
の
人

物
た
ち
の
交
友
や
、
李
成
・
董
源
・
趙
孟
頫
画
学
習
に
触
れ
、
後
世
へ
及
ぼ
し
た
影

響
を
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
や
そ
の
他
の
模
本
等
を
例
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
展
覧

会
は
、
現
在
別
々
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
﹁
無
用
師
巻
﹂
と
﹁
剰
山
図
﹂︵
浙
江
省
博

物
館
蔵
︶17

を
同
時
に
展
示
し
、
本
来
の
姿
を
再
現
し
た
大
変
貴
重
な
機
会
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
北
京
大
学
歴
史
文
化
研
究
所
等
が
主
催
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
論
文
集
と
し
て
、
張
希
清
ほ
か
編
﹃
黄
公
望
与
︿
富
春
山
居
図
﹀
研
究
﹄︵

北
京
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。︶
が
そ
の
前
年
の
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

次
に
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
は
、

現
状
は
紙
幅
六
紙
か
ら
な
り
、
紙
継
ぎ
に
は
騎
縫
印
と
し
て
呉
正
志
の
"
呉
之
矩
"

︵
白
文
︶
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
画
幅
上
に
自
跋
が
記
さ
れ
、"
黄

氏
子
久
"︵
白
文
︶、"
一
峯
道
人
"︵
朱
文
︶
印
が
押
さ
れ
る
。
次
に
自
跋
の
内
容
を

確
認
す
る
。
以
下
、
原
文
に
句
点
を
付
し
た
も
の
と
訳
文
を
記
す
。

　

原
文

　

 

至
正
七
年
。
僕
帰
富
春
山
居
。
無
用
師
偕
往
。
暇
日
於
南
楼
。
援
筆
写
成
此

巻
。
興
之
所
至
。
不
覚
亹
々
。
布
置
如
許
。
遂
旋
填
劄
。
閲
三
四
載
未
得
完

備
。
蓋
因
留
在
山
中
。
而
雲
遊
在
外
故
爾
。
今
特
取
回
行
李
中
。
早
晩
得
暇
。

当
為
著
筆
。
無
用
過
慮
。
有
巧
取
豪
敚
者
。
俾
先
識
巻
末
。
庶
使
知
其
成
就
之

難
也
。
十
年
青
龍
在
庚
寅
。
歜
節
前
一
日
。
大
痴
学
人
書
于
雲
間
夏
氏
知
止

堂
。

　

訳
文

　

 

至
正
七
年
︵
一
三
四
七
︶、
僕
、
富
春
の
山
居
に
帰
る
。
無
用
師
と
偕
に
往

く
。
暇
な
日
は
南
楼
に
於
い
て
筆
を
と
り
、
此
の
巻
を
写
成
す
る
。
興
の
至
る

所
︵
熱
中
す
る
と
︶、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
構
図
は
大
ま

か
に
作
り
、
一
つ
一
つ
追
い
か
け
な
が
ら
、
筆
を
入
れ
た
り
除
い
た
り
す
る
。

見
る
こ
と
三
・
四
年
に
し
て
未
だ
完
成
し
な
い
の
は
、
山
中
に
留
ま
っ
た
り
、

外
に
旅
に
出
か
け
た
り
し
た
た
め
だ
ろ
う
。
今
特
に
荷
物
の
中
か
ら
︵
富
春
山

居
図
巻
を
︶
取
り
出
し
、
遅
か
れ
早
か
れ
︵
近
い
う
ち
に
︶
暇
を
得
て
、
著
筆

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
無
用
師
が
、
巧
み
に
奪
い
取
る
者
が
い
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
、
先
ず
巻
末
に
︵
こ
れ
を
︶
識
さ
せ
、
其
の
成
就
︵
奪

い
取
る
事
︶
の
難
し
い
の
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
庚
寅
の
至
正
十
年
青

龍
、
端
午
節
の
一
日
前
︵
至
正
一
〇
年
︵
一
三
五
〇
︶
五
月
四
日
︶、
大
痴
学

人
、
雲
間
︵
現
在
の
上
海
市
松
江
区
の
古
称
︶
の
夏
氏18
の
知
止
堂
に
於
い
て
書

す
。

自
跋
か
ら
は
、
至
正
七
年
︵
一
三
四
七
︶
に
道
士
の
友
人
、
無
用
師19
︵
全
真
教
の

道
士
、
鄭
無
用
︶
と
富
春20

の
山
居
に
帰
っ
た
こ
と
。
暇
な
日
は
南
楼
で
描
い
た
こ

と
。
熱
中
す
る
と
時
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
程
だ
が
、
中
々
完
成
し
な
か
っ
た
こ
と
。

最
後
に
は
、
無
用
師
が
こ
の
画
巻
を
他
の
人
が
奪
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
雲

間
で
黄
公
望
を
急
か
す
よ
う
に
し
て
形
式
上
完
成
さ
せ
た
こ
と
︵
未
完
成
の
可
能
性

が
あ
る
︶
が
記
さ
れ
る21
。
描
か
れ
た
目
的
、
制
作
に
関
す
る
経
緯
と
場
所
、
さ
ら
に
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は
自
跋
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。﹁
富
春

山
居
図
巻
﹂
は
、
明
末
清
初
に
愛
蔵
し
て
い
た
呉
洪
裕
が
殉
葬
を
命
じ
た
こ
と
で
、

焼
失
の
危
機
に
遭
っ
て
い
る
。
甥
の
呉
貞
度
に
よ
っ
て
、
火
の
中
か
ら
間
一
髪
の
と

こ
ろ
で
取
り
出
さ
れ
た
が
、
巻
の
冒
頭
の
一
段
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
焼
失
部
分

の
残
骸
の
破
片
を
集
め
た
も
の
が
、
今
日
で
は
﹁
剰
山
図
﹂︵
図
３
︶
と
し
て
浙
江

省
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
焼
失
を
免
れ
た
部
分
が
﹁
無
用
師

巻
﹂︵
図
１
︶
で
あ
る22
。﹁
子
明
巻
﹂
と
同
様
に
、
失
わ
れ
た
巻
頭
部
分
を
知
る
上
で

重
要
な
作
品
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
現
状
と
模
本
か
ら
み
た
失
わ
れ
た
巻
頭
の
復
元
に
つ
い
て
述
べ
る
。

﹁
剰
山
図
﹂
を
冒
頭
に
置
き
、
続
い
て
﹁
無
用
師
巻
﹂
を
並
べ
た
も
の
と
、﹁
子
明

巻
﹂、﹁
沈
周
本
﹂23

を
比
較
す
る
と
、﹁
剰
山
図
﹂
以
前
に
さ
ら
に
土
坡
と
水
景
部
分

が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︵
図
５
︶。
ま
た
、﹁
剰

山
図
﹂
と
﹁
無
用
師
巻
﹂
の
間
が
完
全
に
は
連
続
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
紙
継
部

分
の
前
後
が
焼
失
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
記
憶
を
頼
り
に
描
い
た
と

さ
れ
る
﹁
沈
周
本
﹂
で
は
あ
る
が
、
冒
頭
部
分
は
﹁
子
明
巻
﹂
と
か
な
り
対
応
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。﹁
剰
山
図
﹂、﹁
子
明
巻
﹂、﹁
沈
周
本
﹂
に
よ
っ
て
、﹁
富
春
山

居
図
巻
﹂
の
冒
頭
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
本
来
の
構
成
を
復
元
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、﹁
子
明
巻
﹂
の
末
尾
は
、
最
後
の
山
の
一
段
が
欠
け
て
い
る

︵
図
６
︶。
ま
た
、﹁
沈
周
本
﹂
は
、
最
後
に
一
段
多
く
山
が
描
か
れ
て
お
り
、﹁
無
用

師
巻
﹂
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
沈
周
の
巻
末
部
分
の
記
憶
が
不
確
か
で
あ
っ
た
た
め

と
推
測
さ
れ
る
が
、
両
本
の
巻
末
部
分
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
事
情
つ
い
て
は
未
詳

で
あ
る
。

三
、
歴
代
山
水
画
巻
の
中
で
の
位
置
づ
け

黄
公
望
に
は
、
著
作
と
さ
れ
る
﹃
写
山
水
訣
﹄
が
伝
わ
る
。
そ
の
冒
頭
で
、﹁
近

代
作
画
、
多
宗
董
源
・
李
成
。
二
家
筆
法
、
樹
石
各
不
相
似
、
学
者
当
尽
心
焉
。﹂

︵
訳
:
近
代
の
作
画
は
、
多
く
董
源
・
李
成
を
宗
と
す
る
。
二
家
の
筆
法
は
樹
石

各
々
相
似
ず
。
学
ぶ
者
は
当
に
心
を
尽
す
べ
し
。︶
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
黄
公

望
は
、
画
を
学
ぶ
者
は
、
董
源
・
李
成
の
画
風
を
学
ぶ
こ
と
が
基
本
だ
が
、
そ
の
違

い
を
し
っ
か
り
と
心
得
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
董
源
系
の

山
水
は
、
江
南
地
方
特
有
の
な
だ
ら
か
な
山
並
み
と
真
っ
直
ぐ
伸
び
る
木
や
葦
に

よ
っ
て
、
穏
や
か
な
水
郷
の
景
色
を
描
い
て
い
る
。
披
麻
皴
と
い
う
麻
の
繊
維
を
ほ

ぐ
し
た
よ
う
な
、
や
や
波
打
っ
た
長
い
線
描
で
山
肌
を
描
く
点
や
、
ジ
グ
ザ
グ
と
し

た
土
坡
や
水
際
の
遠
ざ
か
り
に
よ
っ
て
奥
行
を
表
現
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
李
成

系
の
山
水
は
、
淡
墨
に
よ
っ
て
華
北
の
厳
し
い
自
然
の
景
色
を
描
い
て
い
る
。
蟹
爪

樹
と
言
わ
れ
る
蟹
の
爪
の
よ
う
な
刺
々
と
し
た
枝
を
随
所
に
描
く
点
や
、
手
前
に
縦

方
向
の
樹
を
描
き
遠
景
と
の
対
比
で
は
る
か
遠
く
に
続
く
遠
さ
︵
平
遠
︶
を
表
現
す

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
黄
公
望
は
、﹃
写
山
水
訣
﹄
で
董
源
の
画
法
に
つ
い
て
詳
し

く
言
及
し
て
い
る
。
現
存
す
る
黄
公
望
画
か
ら
も
、
董
源
系
を
中
心
に
、
李
成
系
の

山
水
か
ら
も
描
法
を
学
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
は
、
画
巻
の
構
成
法
に
注
目

し
て
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
至
る
歴
代
の
山
水
画
巻
か
ら
の
影
響
を
み
て
い
く
。

先
ず
は
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
を
詳
し
く
み
て
い
く
。
な
お
、
本
来
の
画
巻
構
成

を
考
慮
し
、
構
図
に
つ
い
て
触
れ
る
際
は
巻
頭
部
分
を
﹁
子
明
巻
﹂
と
﹁
剰
山
図
﹂

で
補
っ
た
復
元
図
を
基
に
す
る
︵
図
７
︶。
ま
た
、
全
体
図
に
つ
い
て
は
、
分
か
り

や
す
く
図
解
す
る
た
め
に
、
山
や
陸
地
を
色
で
塗
っ
た
。
な
お
、
拡
大
図
に
つ
い
て

は
、
紙
継
に
合
わ
せ
て
線
を
引
き
、
便
宜
的
に
山
に
大
文
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

振
っ
た
。
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富
春
江
一
帯
の
景
色
を
水
墨
で
描
い
た
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
は
、
画
面
手
前
の
小

高
い
丘
か
ら
始
ま
り
、
水
面
を
挟
ん
で
﹁
剰
山
図
﹂
へ
と
続
い
て
い
く
。
そ
し
て
再

び
水
面
が
広
が
り
、
ど
っ
し
り
と
し
て
重
厚
感
の
あ
る
山
が
画
面
近
景
に
描
か
れ

る
。
こ
こ
ま
で
山
の
形
態
が
横
へ
展
開
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
Ｌ
字
型
に
配
さ
れ

た
松
に
よ
っ
て
流
れ
が
一
度
受
け
止
め
ら
れ
る
と
、
方
向
転
換
が
な
さ
れ
て
山
並
み

は
画
面
奥
へ
と
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
前
景
に
土
坡
が
続
き
な
が
ら
も
、
後
景
に
は

広
々
と
し
た
水
面
が
広
が
り
、
最
後
に
急
勾
配
の
山
が
そ
び
え
立
つ
。
再
び
水
景
と

な
り
画
面
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
。

全
体
図
の
構
成
を
見
て
い
く
と
、
陸
と
水
面
が
交
互
に
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
水
面
に
な
だ
ら
か
な
山
や
島
を
配
し
て
画
面
を
構
成
す
る
方

法
は
、
基
本
的
に
董
源
系
の
山
水
画
巻
の
構
成
に
先
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

伝
董
源
﹁
夏
景
山
口
待
渡
図
﹂︵
図
８
︶、
江
参
﹁
千
里
江
山
図
﹂︵
図
９
︶、
李
氏

﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂︵
図
10
︶、
米
友
仁
﹁
雲
山
図
﹂︵
図
11
︶
を
見
て
い
く
と
、
画
面

中
央
に
な
だ
ら
か
な
山
が
描
か
れ
、
そ
れ
を
挟
む
よ
う
に
水
面
が
描
か
れ
る
。
大
半

が
こ
の
構
図
を
踏
襲
し
て
お
り
、
董
源
系
山
水
に
お
け
る
一
つ
の
基
本
的
な
画
巻
構

成
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る24
。
ま
た
、
江
南
地
方
特
有
の
水
郷
の
景
を
描
く

こ
と
か
ら
、
画
面
は
水
面
の
占
め
る
割
合
が
多
い
。
全
体
は
、
画
巻
の
長
さ
に
関
わ

ら
ず
、
視
点
は
定
位
置
か
ら
捉
え
ら
れ
て
お
り
一
目
で
一
望
で
き
る
パ
ノ
ラ
マ
構
図

と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
か
ら
完
成
図
を
想
定
し
て
構
成
さ
れ

た
構
図
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
の
横
に
広
が
る
な
だ
ら
か

な
山
の
形
と
、
水
面
が
広
が
る
構
成
は
、
基
本
的
に
董
源
系
を
継
承
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
特
に
第
一
段
か
ら
第
三
段
に
か
け
て
の
部
分
で
顕
著
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
は
李
成
系
山
水
の
画
巻
構
成
も
取
り
入
れ

て
い
る25
。
李
成
﹁
茂
林
遠
岫
図
﹂︵
図
12
︶、
燕
文
貴
﹁
江
山
楼
観
図
﹂︵
図
13
︶、
許

道
寧
﹁
秋
江
漁
艇
図
巻
﹂︵
図
14
︶
を
見
て
い
く
と
、
水
面
は
描
か
れ
る
も
の
の
、

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
山
が
屹
立
し
山
の
存
在
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
画
巻
構
成
に
お

い
て
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
細
部
を
観
察
す
る
と
、
蟹

爪
樹
が
随
所
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
刺
々
と
し
た
木
の
描
写
は
董
源
系
の

作
品
に
は
基
本
的
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
は

度
々
登
場
し
て
い
る26
。

こ
こ
で
、
趙
孟
頫
画
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

趙
孟
頫
筆
﹁
水
村
図
巻
﹂︵
図
15
︶、﹁
重
江
畳
嶂
図
﹂︵
図
16
︶、﹁
双
松
平
遠
図
﹂

︵
図
17
︶
を
見
て
い
く
と27
、﹁
水
村
図
巻
﹂
は
、
横
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
山
が
麻
の

繊
維
を
ほ
ぐ
し
た
よ
う
な
筆
致
︵
披
麻
皴
︶
で
描
か
れ
て
お
り
、
皺
法
は
董
源
系
の

特
色
が
濃
い
。
そ
し
て
、
主
山
を
挟
む
よ
う
に
水
面
が
広
が
っ
て
い
る
点
も
、
董
源

系
の
山
水
画
巻
構
成
で
あ
る
。
一
方
、﹁
重
江
畳
嶂
図
﹂
の
ま
る
で
布
を
か
ぶ
せ
た

よ
う
な
遠
山
は
墨
面
を
使
用
し
て
描
い
て
い
る
。﹁
双
松
平
遠
図
﹂
は
李
成
風
の
松

と
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
高
い
山
が
線
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
李
成
系
の
作
品
と

い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
李
成
系
の
作
品
で
は
黄
土
高
原
で
あ
る
と
こ
ろ
を
趙
孟

頫
は
水
面
に
置
き
換
え
水
郷
の
景
と
し
て
描
い
て
い
る
点
で
、
画
巻
全
体
の
構
成
法

は
董
源
系
山
水
に
拠
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

趙
孟
頫
の
画
巻
は
、
総
じ
て
巻
頭
か
巻
末
の
前
景
に
喬
松
が
描
か
れ
、
中
景
に
水

面
が
広
が
り
、
後
景
に
遠
山
が
広
が
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
画
巻
の
構
成
は
董
源

系
に
拠
り
な
が
ら
、
前
景
に
高
い
松
を
描
き
遠
景
と
の
対
比
で
奥
へ
と
続
く
平
遠
を

表
す
な
ど
李
成
系
の
構
成
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
、
趙
孟
頫
は
董
源
・
李
成
画
の

融
合
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
い
ず
れ
も
短
い
画
巻
と
し
て
構
成
し
て
い
る
点

も
趙
孟
頫
画
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
山
水
図
巻
は
、
董
源
系

山
水
、
李
成
系
山
水
の
ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
、
描
き
始
め
た
当
初
よ
り
画
巻
全
体

の
構
成
を
決
め
て
作
画
し
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
が

﹁
富
春
山
居
図
﹂
と
の
根
本
的
な
違
い
と
考
え
る
。
こ
こ
で
、
黄
公
望
が
﹁
富
春
山
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居
図
巻
﹂
以
前
に
描
い
た
﹁
渓
山
雨
意
図
巻
﹂︵
図
18
︶
を
見
る
と
、
後
景
に
主
山

が
描
か
れ
る
点
や
、
そ
の
手
前
に
水
面
が
広
が
る
構
図28
、
山
肌
に
は
披
麻
皴
を
用
い

る
点
、
巻
頭
に
樹
が
描
か
れ
る
点29
な
ど
、
趙
孟
頫
﹁
水
村
図
巻
﹂
と
よ
く
似
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
黄
公
望
が
趙
孟
頫
の
画
を
学
習
し
て
い
た
段
階
の
作
品

と
も
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
特
に
長
い
画
巻
の
構
成
法
を
確
認
す
る
。
王
希
孟
﹁
千
里
江
山
図
巻
﹂

︵
図
19
︶
と
夏
珪
﹁
渓
山
清
遠
図
巻
﹂︵
図
20
︶
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
山

が
高
く
聳
え
立
ち
李
成
系
の
影
響
が
強
い
作
品
で
あ
る
が
、
水
面
と
陸
の
繰
り
返
し

で
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
点
で
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
と
共
通
し
て
い
る
。
最
大
の

違
い
は
、
視
点
が
統
一
的
か
ど
う
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
王
希
孟
﹁
千
里
江
山
図

巻
﹂
は
、
一
定
の
視
点
か
ら
水
郷
の
景
色
を
パ
ノ
ラ
マ
的
に
捉
え
て
い
る
。
繰
り
返

し
で
画
面
が
構
成
さ
れ
、
時
間
の
変
化
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
夏
珪
﹁
渓
山
清
遠
図

巻
﹂
は
、
画
中
に
描
か
れ
る
文
人
風
の
人
物
を
追
う
よ
う
に
山
の
奥
へ
と
入
っ
て
い

く
。
そ
の
標
高
に
比
例
す
る
よ
う
に
徐
々
に
高
い
視
点
へ
と
移
行
す
る
が
、
鑑
賞
者

と
の
距
離
は
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
。
一
方
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
を
描
く
視
点
に

注
目
し
て
﹁
剰
山
図
﹂
を
含
め
た
四
つ
の
山
を
見
て
い
く
と
︵
図
７
︶、
大
文
字
Ａ

と
、
Ｂ
の
山
は
、
真
横
か
ら
の
低
い
視
点
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
且
つ
、
前
面
に
山

を
描
き
余
白
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
鑑
賞
者
の
視
点
が
近
い
と
こ
ろ
に
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
巻
頭
か
ら
第
二
段
ま
で
は
、
画
面
下
部
の
土
坡
や
山

の
裾
野
が
画
面
外
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
地
は
鑑
賞
者
と
地
続
き
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
第
三
段
に
な
り
、
手
前
に
水
面
が
描
か
れ
る
こ
と
で
観
者
と
の
距
離
が

生
ま
れ
る
。
山
並
み
が
続
く
陸
地
Ｃ
は
対
岸
へ
と
移
り
、
山
の
連
な
り
が
段
々
と
画

面
奥
へ
と
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
視
点
は
高
く
見
下
ろ
す
よ
う
な
形
で
描
か
れ
る
。
第

四
段
で
は
、
再
び
土
坡
が
手
前
に
描
か
れ
、
鑑
賞
者
と
地
続
き
と
な
る
。
視
点
が
か

な
り
近
く
に
設
定
さ
れ
、
静
か
に
画
巻
が
展
開
し
、
第
五
段
で
、
砂
州
が
少
し
遠
く

に
見
え
、
最
後
に
急
勾
配
の
山
へ
と
繋
が
る
。
Ｄ
の
山
は
、
や
や
上
か
ら
の
視
点
で

描
か
れ
、
遠
山
が
続
い
て
画
巻
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
多
視
点
を

一
つ
の
画
巻
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
は
黄
公
望

が
自
跋
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
興
に
乗
っ
て
自
分
の
気
持
ち
の
赴
く
ま
ま
に
筆
を

運
ば
せ
た
と
い
う
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
黄
公
望
自
身
の
主
観
に
よ
っ
て
再

構
築
さ
れ
た
風
景
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
運
筆
に
お
い
て
も
違
い
が
み
ら
れ
る
︵
図
20
︶。
第
一
段
、
第
二
段
目

は
、
水
分
を
含
ん
だ
潤
筆
を
用
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
一
つ
一
つ
丁
寧
に
筆
を
運
ば
せ

て
い
る
。
第
三
段
に
な
る
と
、
墨
の
水
分
量
が
減
り
、
調
子
が
乗
っ
て
き
た
の
か
筆

の
運
び
は
颯
爽
と
軽
や
か
で
あ
る
。
筆
運
は
早
く
な
り
な
が
ら
も
筆
数
は
多
く
、
景

観
を
丁
寧
に
捉
え
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
五
段
に
な
る
と
、
山
肌
の
皴
に

乾
い
た
筆
を
多
用
し
、
無
用
師
に
急
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
か
大
胆
な
筆
致
で
か

な
り
早
く
筆
を
運
ば
せ
て
い
る
。
特
に
山
頂
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
点
苔
は
、
線
の
よ

う
に
伸
び
て
い
た
り
、
重
な
っ
て
い
た
り
と
画
面
を
引
き
締
め
る
と
い
う
本
来
の
点

苔
の
効
果
を
狙
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
画
巻
の
仕
上
げ
に
無
造
作
に
筆
を
動
か
し
た

か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
比
較
す
る
と
、
山
の
皴
が
段
々
と
少
な
く
な
り
あ
っ
さ

り
と
し
て
い
く
。
木
々
の
描
写
に
お
い
て
も
、
丁
寧
に
輪
郭
を
施
し
て
葉
の
有
無
を

描
き
分
け
て
い
た
巻
頭
に
対
し
、
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
大
部
分
が
墨
の
面
と
濃
淡

で
構
成
さ
れ
、
緻
密
な
描
き
分
け
が
無
く
な
る
。

こ
の
筆
の
変
化
は
、
画
巻
の
中
に
流
れ
る
時
間
、
つ
ま
り
天
候
の
変
化
に
合
わ
せ

て
変
化
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
は
天
気
の
設
定
が
埋

め
込
ま
れ
て
い
る
。
巻
頭
部
分
は
、
空
が
晴
れ
渡
り
遠
く
ま
で
見
晴
ら
し
が
よ
い
様

子
を
筆
数
の
多
い
細
い
線
で
表
し
、
第
二
段
目
で
雨
雲
が
発
生
す
る
と
山
肌
は
皴
が

太
く
な
り
、
木
々
が
膨
張
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
第
三
段
目
で
は
、
前

段
で
見
ら
れ
た
雨
雲
が
移
動
し
、
奥
の
山
で
雨
が
降
り
、
霞
が
か
る
様
子
を
あ
っ
さ
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り
と
し
た
掠
れ
た
皴
で
表
す
。
そ
し
て
第
五
段
で
は
、
雨
が
あ
が
り
再
び
快
晴
と

な
っ
た
様
子
を
、
山
肌
の
皴
を
少
な
く
し
、
水
分
量
の
多
い
墨
で
木
々
を
描
く
こ
と

で
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
紙
の
地
の
部
分
と
濃
い
墨
に
よ
る
対
比
は
秀
逸
で
、
光
が

強
く
当
た
る
様
子
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
様
々
な
角
度
か
ら
の
視
点
や
豊
富
な
運
筆

は
、
た
だ
組
み
合
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
画
巻
の
展
開
や
気
候
の
変
化
に
合
わ

せ
て
巧
み
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

黄
公
望
は
、﹃
写
山
水
訣
﹄
の
冒
頭
で
、
董
源
と
李
成
の
画
風
の
違
い
を
心
得
て

お
く
べ
き
だ
と
述
べ
、
そ
の
上
で
董
源
の
画
法
に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
画
巻
形
式
に
お
け
る
両
派
の
特
徴
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
連
な
る
系
統

の
作
品
も
含
め
て
整
理
し
た
こ
と
で
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
両
派
に
は
以
下
の
三

点
の
共
通
性
を
見
い
だ
せ
た
。
一
目
で
見
渡
せ
る
パ
ノ
ラ
マ
構
図
、
画
家
が
は
じ
め

か
ら
構
成
し
た
構
図
、
描
か
れ
る
主
山
は
一
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
董
源
系
の

系
譜
の
中
で
、
一
目
で
見
渡
せ
る
パ
ノ
ラ
マ
的
な
構
成
、
広
々
と
し
た
水
面
の
中
央

に
な
だ
ら
か
な
山
を
描
く
構
図
は
、
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
た30
。
そ
れ
は
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
に
お
い
て
も
、
第
一
段
目
か
ら
第
三
段

目
に
か
け
て
の
部
分
で
董
源
系
の
画
巻
構
成
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
横
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
山
の
形
、
水
際
の
遠
ざ
か
り
に
よ
っ
て
奥
行

を
表
現
し
て
い
る
点
、
水
面
が
広
が
る
構
成
に
つ
い
て
も
、
董
源
系
を
継
承
し
て
い

る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
平
遠
を
用
い
る
な
ど
細
部
に
李
郭
系
の
要
素
も
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
両
派
の
特
徴
を
融
合
し
た
趙
孟
頫
画
か
ら
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
直
接
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
趙
孟
頫
画
と
の
画
法
上
の
関
係
を
確
認

す
る
こ
と
で
、﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
が
董
源
系
に
基
づ
く
画
巻
構
成
を
と
り
な
が

ら
、
従
来
の
董
源
系
画
巻
や
趙
孟
頫
画
に
は
な
い
長
巻
と
し
て
構
成
さ
れ
、
さ
ら

に
、
筆
致
や
視
点
、
時
間
の
経
過
等
の
変
化
を
取
り
い
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
極

め
て
独
自
性
の
高
い
作
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

謝
辞昨

年
度
ま
で
指
導
教
員
で
あ
っ
た
実
践
女
子
大
学
宮
崎
法
子
名
誉
教
授
に
は
、
長

い
間
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
と
ご
助
言
、
激
励
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
教
員
で

あ
る
児
島
薫
先
生
に
は
、
多
く
の
ご
指
導
と
ご
助
言
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
研
究
の
一
部
は
実
践
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
研
究
奨
励
金
の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
す
。

註１　

以
下
、
断
り
の
な
い
場
合
の
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
は
、﹁
無
用
師
巻
﹂
を
指
す
。

２ 　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
跋
に
書
か
れ
た
画
巻
の
贈
り
先
の
人
物
の
名
前
に
因
み
、﹁
無
用
師

巻
﹂、﹁
子
明
巻
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

３ 　

乾
隆
一
〇
年
︵
一
七
四
五
︶﹁
子
明
巻
﹂
清
朝
内
府
蔵

　
　

乾
隆
一
一
年
︵
一
七
四
六
︶﹁
無
用
師
巻
﹂
清
朝
内
府
蔵

４　

以
下
、﹁
沈
周
本
﹂
と
す
る
。

５ 　

明
末
の
文
人
董
其
昌
に
よ
っ
て
、﹁
南
北
二
宗
論
﹂
が
唱
え
ら
れ
る
と
、
黄
公
望
は

文
人
画
の
正
統
的
な
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
董
其
昌
﹃
画
禅
室
随
筆
﹄
に
は
、﹁
元

季
四
大
家
。
以
黄
公
望
為
冠
。﹂
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
張
丑
﹃
清
河
書
画

舫
﹄、
惲
寿
平
﹃
南
田
画
跋
﹄、
顧
復
﹃
平
生
壮
観
﹄、
呉
升
﹃
大
観
録
﹄
等
に
著
録
さ

れ
て
い
る
。
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６ 　
﹃
録
鬼
簿
﹄
と
は
、
主
に
雑
劇
の
作
者
と
そ
の
作
品
等
を
記
し
た
書
で
あ
る
。
至
順

元
年
︵
一
三
三
〇
︶
の
鍾
嗣
成
の
自
序
及
び
朱
凱
の
序
が
あ
る
が
、
吉
川
幸
次
郎
氏
に

よ
る
と
、
こ
れ
は
初
版
時
の
も
の
で
後
に
鍾
嗣
成
自
ら
に
よ
っ
て
度
々
補
訂
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
版
に
よ
る
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
と
さ
れ
る
。
上
下
二
巻
か
ら

成
り
、
そ
の
区
別
は
、
時
代
の
早
晩
と
地
域
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
上
巻
に
は

元
初
期
の
北
方
の
名
公
が
記
さ
れ
、
代
表
的
な
人
物
と
し
て
趙
孟
頫
が
含
ま
れ
る
。
下

巻
は
元
末
期
の
杭
州
を
中
心
と
し
た
南
方
の
人
物
︵
そ
の
殆
ど
が
著
名
と
は
い
い
難

い
︶
が
記
さ
れ
、
黄
公
望
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、﹁
曹
楝
亭
本
﹂
が
鍾
嗣
成

自
ら
に
よ
る
補
訂
で
あ
る
と
い
う
先
賢
の
指
摘
に
従
い
﹁
曹
楝
亭
本
﹂
の
原
文
を
掲
載

す
る
。︵﹃
吉
川
幸
次
郎
全
集
﹄
十
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
三
三
頁
、
八
五

頁
~
参
照
。︶

　

 

黄
公
望
、
字
子
久
、
乃
陸
神
童
之
次
弟
也
。
系
姑
蘇
琴
川
子
游
巷
居
。
髫
齔
時
、
螟
蛉

温
州
黄
氏
為
嗣
、
因
而
姓
焉
。
其
父
年
九
旬
時
方
立
嗣
、
見
子
久
乃
云
:
"
黄
公
望
子

久
矣
。"
先
充
浙
西
憲
令
、
以
事
論
経
理
田
粮
、
獲
直
、
後
在
京
為
権
豪
所
中
、
改
号

一
峰
。
原
居
松
江
、
以
卜
術
閑
居
。
目
今
棄
人
間
事
、
易
姓
名
為
苦
行
浄
堅
、
又
号
大

痴
翁
。
公
望
之
学
問
、
不
待
文
飾
、
至
于
天
下
之
事
、
無
所
不
知
、
下
至
薄
枝
小
芸
、

無
所
不
能
。
長
詞
短
曲
、
落
筆
即
成
。
人
皆
師
尊
之
。
尤
能
作
画
。

　

 ︵
陳
高
華
﹁
二
九
、
黄
公
望
﹂﹃
元
代
画
家
史
料
﹄
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
、
三
七
六
頁
。
参
照
︶

７ 　

黄
公
望
の
生
涯
に
関
す
る
元
代
の
資
料
と
し
て
以
下
の
も
の
等
が
あ
る
。

　

・
夏
文
彦
﹃
図
絵
宝
鑑
﹄
巻
五
︵
津
逮
秘
書
本
︶

　

・
陶
宗
儀
﹃
輟
耕
録
﹄
巻
八

　

・
王
逢
﹃
梧
渓
集
﹄

　

・
楊
瑀
﹃
山
居
新
語
﹄

　

・
楊
維
禎
﹃
西
湖
竹
枝
詞
﹄

８ 　

例
と
し
て
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

・ 

何
傳
馨
ほ
か
編
﹃
山
水
合
璧　

黄
公
望
興
富
春
山
居
図
特
展
﹄
台
北
国
立
故
宮
博
物

院
、
二
〇
一
一
年
。

　

・ 

張
希
清
ほ
か
編
﹃
黄
公
望
与
︽
富
春
山
居
図
︾
研
究
﹄
北
京
、
文
物
出
版
社
、
二
〇

一
一
年
。

　

・ 

黄
秀
蘭
・
張
幃
超
編
﹃
富
春
山
居
図
﹄
台
北
、
天
行
書
苑
、
二
〇
一
七
年
。

９ 　

趙
孟
頫
が
黄
公
望
の
為
に
書
い
た
﹁
快
雪
時
晴
﹂︵
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
︶
の
四
文

字
が
あ
る
が
、
趙
孟
頫
の
詩
文
中
に
は
黄
公
望
に
言
及
す
る
も
の
は
な
く
、
両
者
が
師

弟
関
係
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
趙
孟
頫

が
大
徳
三
年
︵
一
二
九
九
︶
八
月
に
集
賢
直
学
士
、
行
江
浙
等
処
儒
学
提
拳
と
し
て
杭

州
に
赴
任
︵
台
東
区
立
書
道
博
物
館
編
﹃
没
後
７
０
０
年　

趙
孟
頫
と
そ
の
時
代
︱
復

古
と
伝
承
︱
﹄
台
東
区
芸
術
文
化
財
団
、
二
〇
二
二
。
参
照
︶
し
て
か
ら
任
期
が
満
ち

る
ま
で
の
間
、
黄
公
望
も
杭
州
に
居
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
何
ら
か
の
関
係
は
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
黄
公
望
﹁
天
池
石
壁
図
﹂︵
一
三
四
一
年
、
北
京
故
宮
博
物

院
蔵
︶
画
面
右
上
部
に
は
柳
貫
︵
一
二
七
〇
︱
一
三
四
二
︶
が
至
正
二
年
に
記
し
た
長

題
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
黄
公
望
は
趙
孟
頫
の
弟
子
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。﹁︵
…
前

略
…
︶
呉
興
室
内
大
弟
子　
︵
…
後
略
…
︶﹂
こ
の
柳
貫
の
長
題
は
、
黄
公
望
が
趙
孟
頫

の
弟
子
で
あ
る
と
周
囲
に
知
ら
れ
て
い
た
事
を
示
す
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
呉
興
と

は
、
浙
江
省
湖
州
の
こ
と
で
、
趙
孟
頫
の
出
身
地
で
あ
る
。

10 　

獄
中
の
黄
公
望
の
詩
に
翰
林
楊
載
︵
一
二
七
一
︱
一
三
二
三
︶
が
返
し
た
次
韻
の
詩

﹁
次
韻
黄
子
久
獄
中
見
贈
﹂
が
残
っ
て
い
る
。
黄
公
望
の
下
獄
の
事
実
が
立
証
さ
れ
る

と
同
時
に
、
高
官
と
の
交
友
関
係
を
示
す
資
料
で
も
あ
る
。

　

解
組
帰
来
学
種
園
、
栖
遅
聊
復
守
衡
門；

　

徒
怜
郿
塢
開
金
穴
、
欲
効
寒
渓
注
石
尊
。

　

世
故
無
涯
方
擾
擾
、
人
生
如
夢
竟
昏
昏；

　

何
時
再
開
呉
江
上
、
共
泛
扁
舟
酔
瓦
盆
！

　
︵
前
掲
註
６
、
陳
高
華
氏
論
文
三
七
八
頁
、
参
照
︶
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11 　

今
日
に
伝
わ
る
黄
公
望
画
の
中
で
中
国
、
台
湾
な
ど
の
多
く
の
研
究
者
が
真
蹟
と
し

て
い
る
の
は
、
以
下
の
五
作
品
で
あ
る
。

　
　
﹁
天
池
石
壁
図
﹂
一
三
四
一
年　

北
京
故
宮
博
物
院

　
　
﹁
渓
山
雨
意
図
巻
﹂
一
三
四
四
年
以
前　

中
国
国
家
博
物
館

　
　
﹁
九
珠
峰
翠
図
﹂
台
北
国
立
故
宮
博
物
院

　
　
﹁
九
峯
雪
霽
図
﹂
一
三
四
九
年　

北
京
故
宮
博
物
院

　
　
﹁
富
春
山
居
図
巻
︵
無
用
師
巻
︶﹂
一
三
五
〇
年
完
成　

台
北
国
立
故
宮
博
物
院

　

 　

な
お
、
日
本
で
は
中
国
の
文
人
画
に
つ
い
て
か
な
り
慎
重
に
検
討
さ
れ
て
き
た
傾
向

が
あ
り
、﹁
渓
山
雨
意
図
巻
﹂
及
び
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
を
真
蹟
と
し
、
そ
の
他
の
作

品
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と
は
認
め
て
い
な
い
。︵
鈴
木
敬
﹃
中
国
絵
画
史　

中
之
二

︵
元
︶﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
。︶

12 　

薛
永
年
﹁
大
痴
︽
富
春
山
居
図
︾
与
山
水
之
変
﹂﹃
黄
公
望
与
︿
富
春
山
居
図
﹀
研

究
﹄
北
京
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
頁
。

13 　

倪
瓚
﹁
六
君
子
図
﹂
に
は
、
黄
公
望
の
跋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

14 　

黄
公
望
と
同
時
代
の
資
料
の
一
つ
に
、
陶
宗
儀
が
記
し
た
﹃
輟
耕
録
﹄
が
あ
る
。﹃
輟

耕
録
﹄
は
、
元
代
の
社
会
事
情
等
を
多
岐
に
亘
っ
て
記
し
た
随
筆
で
あ
る
。
こ
の
﹃
輟

耕
録
﹄
に
は
、
黄
公
望
の
画
論
を
記
し
た
﹃
写
山
水
訣
﹄
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
同
時

代
よ
り
﹃
写
山
水
訣
﹄
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

・
陶
宗
儀
﹃
輟
耕
録
﹄
巻
八　

　

 

黄
子
久
散
人
公
望
、
自
号
大
痴
、
又
号
一
峰
。
本
姓
陸
、
世
居
平
江
之
常
熟
、
継
永
嘉

黄
氏
。
頴
悟
明
敏
、
博
学
彊
記
。
画
山
水
宗
董
・
巨
、
自
成
一
家
、
可
入
逸
品
。
其
所

作
︽
写
山
水
訣
︾、
亦
有
理
到
。
邇
来
初
学
小
生
多
效
之
、
但
未
有
得
其
仿
佛
者
、
正

所
謂
画
虎
刻
鵠
之
不
成
也
。

　

 

近
代
作
画
、
多
宗
董
源
・
李
成
。
二
家
筆
法
、
樹
石
各
不
相
似
、
學
者
当
尽
心
焉
。
樹

要
四
面
倶
有
干
与
枝
、
蓋
取
其
円
潤
。
樹
要
有
身
分
、
画
家
謂
之
紐
子
、
要
折
搭
得

中
、
樹
身
各
要
有
発
生
。
樹
要
偃
仰
、
稀
密
相
間
、
有
叶
樹
枝
軟
、
面
後
皆
有
仰
枝
。

画
石
之
法
、
先
從
淡
墨
起
、
可
改
可
救
、
漸
用
濃
墨
者
為
上
。
石
無
十
歩
、
真
石
看
三

面
。
用
方
円
之
法
、
須
方
多
円
少
。
董
源
坡
脚
下
多
有
碎
石
、
乃
画
建
康
山
勢
、
董
石

謂
之
麻
皮
皴
。
坡
脚
先
向
筆
画
辺
皴
起
、
然
後
用
淡
墨
破
。
其
深
凹
処
、
著
色
不
離
乎

此
。
石
著
色
要
重
。
董
源
小
山
石
、
謂
之
礬
頭
、
山
中
有
雲
気
、
此
皆
金
陵
山
景
。
皴

法
要
滲
軟
、
下
有
沙
地
、
用
淡
墨
掃
屈
曲
為
之
、
再
用
淡
墨
破
。
山
論
三
遠
:
從
下
相

連
不
断
、
謂
之
平
遠；

從
近
隔
開
相
対
、
謂
之
闊
遠；

從
山
外
遠
景
、
謂
之
高
遠
。
山

水
中
用
筆
法
、
謂
之
筋
骨
相
連
。
有
筆
有
墨
之
分
:
用
描
処
糊
突
其
筆
、
謂
之
有
墨；

水
筆
不
動
描
法
、
謂
之
有
筆
。
此
画
家
緊
要
処
、
山
石
樹
木
皆
用
此
。
大
概
樹
要
填
空

去
声
、
小
樹
大
樹
、
一
偃
一
仰
、
向
背
濃
淡
、
各
不
可
相
犯
。
繁
処
間
疏
処
、
須
要
得

中
。
若
画
得
純
熟
、
自
然
筆
法
出
現
。
画
石
之
妙
、
用
藤
黄
水
浸
入
墨
筆
、
自
然
潤

色
、
不
可
用
多
、
多
則
要
滞
筆
。
間
用
螺
靑
入
墨
、
亦
妙
。
呉
妝
容
易
入
眼
、
使
墨
士

気
。
皮
袋
中
、
置
描
筆
在
内
。
或
于
好
景
処
見
樹
有
怪
異
、
便
当
模
写
記
之
、
分
外
有

発
生
之
意
。
登
楼
望
空
闊
処
気
韻
、
看
雲
采
即
是
山
頭
景
物
。
李
成
・
郭
煕
、
皆
用
此

法
。
郭
煕
画
石
如
雲
、
古
人
雲
天
開
図
画
者
是
也
。
山
水
中
唯
水
口
最
難
画
。
遠
水
無

痕
、
遠
人
無
目
。
水
出
高
源
、
自
上
而
下
、
切
不
可
断
派
、
要
取
活
流
之
源
。
山
頭
要

折
搭
転
換
、
山
脈
皆
順
、
此
活
法
也
。
衆
峰
如
相
揖
遜
、
万
樹
相
從
、
如
大
軍
領
卒
、

森
然
有
不
可
犯
之
色
。
此
写
真
山
之
形
也
。
山
坡
中
可
以
置
屋
舎
、
水
中
可
置
小
艇
、

從
此
有
生
気
。
山
腰
用
雲
気
、
見
得
山
勢
高
不
可
測
。
画
石
之
法
、
最
要
形
象
不
悪
。

石
有
三
面
、
或
在
上
、
在
左
側
、
皆
可
為
面
。
臨
筆
之
際
、
殆
要
取
用
。
山
下
有
水

潭
、
謂
之
瀬
、
画
此
甚
存
生
意
、
四
辺
用
樹
簇
之
。
画
一
窠
一
石
、
当
逸
墨
撇
脱
、
有

士
人
家
風
。
才
多
、
便
入
画
工
之
流
矣
。
或
画
山
水
一
幅
、
先
立
題
目
、
然
後
著
筆
。

若
無
題
目
、
便
不
成
画
。
更
要
記
春
夏
秋
冬
景
色
、
春
則
万
物
発
生
、
夏
則
樹
木
繁

冗
、
秋
則
万
象
粛
殺
、
冬
則
煙
雲
黯
淡
、
天
色
模
糊
、
能
画
此
者
為
上
矣
。
李
成
画
坡

脚
、
須
要
数
層
、
取
其
湿
厚
。
米
元
章
論
李
光
丞
有
:
"
後
代
兒
孫
昌
盛
、"
果
出
為

官
者
最
多
。
画
亦
有
風
水
存
焉
。
松
樹
不
見
根
、
喩
君
子
在
野
。
雑
樹
、
喩
小
人
崢
嶸

之
意
。
夏
山
欲
雨
、
要
帶
水
筆
。
山
上
有
石
、
小
坑
堆
在
上
、
謂
之
礬
頭
。
用
水
筆
暈
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開
、
加
淡
螺
靑
、
又
是
一
般
秀
潤
画
、
不
過
意
思
而
已
。
冬
景
借
地
為
雪
、
要
薄
粉
暈

山
頭
。
山
水
之
法
、
在
乎
随
机
応
変
。
先
記
皴
法
不
雜
、
布
置
遠
近
相
映
、
大
概
与
写

字
一
般
、
以
熟
為
妙
。
紙
上
難
画
。
絹
上
礬
了
、
好
著
筆
、
好
用
顔
色
、
易
入
眼
。
先

命
題
目
、
此
謂
之
上
品
。
古
人
作
画
、
胸
次
寛
闊
、
布
景
自
然
、
合
古
人
意
趣
、
画
法

尽
矣
。
好
絹
用
水
噴
湿
、
石
上
槌
眼
匾
、
然
後
上
幀
子
。
礬
法
:
春
秋
膠
礬
停
、
夏
日

膠
多
礬
少
、
冬
天
礬
多
膠
少
。
著
色
:
螺
靑
拂
石
上
、
藤
黄
入
墨
画
樹
、
甚
色
潤
好

看
。
作
画
只
是
箇
理
字
最
緊
要
、
呉
融
詩
云
:
"
良
工
善
得
丹
靑
理
。"
作
画
用
墨
最

難
、
但
先
用
淡
墨
、
積
至
可
観
処
、
然
後
用
焦
墨
、
濃
墨
、
分
出
畦
徑
遠
近
、
故
在
生

紙
上
有
許
多
滋
潤
処
。
李
成
惜
墨
如
金
是
也
。
作
画
大
要
去
邪
、
甜
、
俗
、
頼
四
箇
字
。

　
︵
前
掲
註
６
、
陳
高
華
氏
論
文
三
八
六
頁
、
参
照
︶

15 　

宮
崎
法
子
氏
は
口
頭
で
、
道
士
で
画
で
も
知
ら
れ
た
元
代
の
方
從
義
や
鄒
復
雷
が
い

る
が
、
仏
教
に
お
け
る
牧
谿
な
ど
の
画
僧
と
同
様
に
道
教
で
も
画
を
専
門
に
す
る
者
が

お
り
、
黄
公
望
も
そ
の
よ
う
な
道
士
画
家
の
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
知
見

を
述
べ
て
い
る
。

16 　

徐
復
観
﹁
中
国
画
史
上
最
大
的
疑
案
︱
黄
大
痴
両
山
水
長
巻
的
真
偽
問
題
﹂﹃
明
報
﹄

九
︱
一
一
、
香
港
明
報
有
限
公
司
、
一
九
七
四
年
。

17 　

後
述
す
る
が
、﹁
無
用
師
巻
﹂
は
殉
葬
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
焼
失
部
分
の

残
骸
の
破
片
を
集
め
た
も
の
が
、﹁
剰
山
図
﹂
で
あ
る
。

18 　

雲
間
の
夏
氏
と
は
、﹃
元
史
﹄
巻
一
九
七
、﹁
孝
友
﹂
の
条
に
記
さ
れ
る
夏
椿
を
指

す
。
そ
の
一
族
に
は
﹃
図
絵
宝
鑑
﹄
を
成
し
た
夏
分
彦
が
い
る
。︵
湊
信
幸
﹁
黄
公
望

富
春
山
居
図
巻
﹂﹃
國
華
﹄
一
〇
七
九
号
、
國
華
社
、
一
九
八
五
年
、
一
月
、
二
八

頁
。︶
雲
間
の
夏
氏
一
族
は
、
元
末
期
に
書
画
の
収
蔵
に
富
ん
で
お
り
、
知
止
堂
の
他

に
、
漪
瀾
堂
、
文
竹
軒
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。︵
何
恵
鑑
﹁
元
代
文
人
画
序
説
﹂﹃
文
人

画
粋
編
三
﹄
一
九
八
五
年
、
一
二
九
頁
。︶
ま
た
、
明
代
の
李
日
華
﹃
六
研
斉
三
筆
﹄

巻
四
に
、
知
止
堂
に
は
、
趙
孟
頫
の
書
の
匾
額
が
有
っ
た
こ
と
、
楊
維
楨
等
の
諸
公
の

往
来
が
あ
っ
た
こ
と
、
か
つ
て
は
黄
公
望
の
﹁
渓
山
長
巻
﹂
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
る
。︵
徐
邦
達
﹁
黄
公
望
与
他
的
富
春
山
居
図
巻
﹂﹃
文
物
参
考
資
料
﹄
総
第
九

五
期
、
一
九
五
八
年
、
三
三
頁
。︶

19 　

無
用
師
と
い
う
人
物
は
現
在
で
は
、
全
真
教
の
道
士
で
あ
っ
た
鄭
無
用
を
指
す
と
さ

れ
、
黄
公
望
の
師
で
も
あ
る
金
蓬
頭
の
法
嗣
に
あ
た
る
鄭
玄
輔
と
同
一
の
人
物
で
は
な

い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
鄭
無
用
と
い
う
語
は
、
黄
公
望
も
賛
を
寄
せ
た
﹁
金
蓬
頭
像
﹂

の
中
の
唐
洪
と
い
う
人
物
の
賛
に
"
鄭
無
用
錬
士
"
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。︵
前
掲

註
18
、
湊
信
幸
氏
論
文
二
八
頁
、
参
照
︶

20 　

富
春
と
は
、
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
に
位
置
す
る
富
陽
区
の
こ
と
で
あ
る
。
富
春
江

が
あ
る
の
は
、
浙
江
省
中
部
の
桐
蘆
県
か
ら
蕭
山
県
聞
堰
ま
で
で
あ
り
、
富
春
江
は
、

銭
塘
江
中
流
域
を
指
す
別
称
で
あ
る
。

21 　

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
黄
公
望
の
至
正
四
年
︵
一
三
四
四
︶
以
前
の
作
﹁
渓

山
雨
意
図
巻
﹂
で
あ
る
。
こ
の
自
跋
に
は
﹁︵
…
前
略
…
︶
此
紙
未
畢
。
已
為
好
事
者

取
去
。︵
…
後
略
…
︶﹂
と
記
さ
れ
、
描
き
終
わ
ら
な
い
内
に
、
好
事
家
に
よ
り
取
り
去

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
無
用
師
は
、
こ
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ

う
に
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
の
完
成
を
急
か
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
﹁
富
春

山
居
図
巻
﹂
が
当
初
よ
り
無
用
師
の
為
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な

お
、﹁
渓
山
雨
意
図
巻
﹂
と
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
の
描
写
は
、
遠
山
の
遠
ざ
か
り
に
よ
っ

て
画
巻
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
点
が
近
似
し
て
い
る
。

22 　
﹁
無
用
師
巻
﹂
第
一
段
に
は
焼
損
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
件
は
、﹁
富

春
山
居
図
巻
﹂
と
同
時
に
火
殉
さ
れ
た
唐
寅
﹁
高
士
図
﹂︵
台
北
国
立
故
宮
博
物
蔵
︶

に
付
さ
れ
た
唐
光
の
跋
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
 ︵

…
前
略
…
︶
明
年
庚
寅
。
其
主
人
翁
不
達
。
儗
以
素
所
珍
愛
諸
物
殉
葬
。
慮
不
能
如

願
。
遂
於
臨
逝
時
。
集
置
榻
前
。
付
之
一
炬
。
此
卷
與
黃
子
久
富
春
圖
。
同
遭
厄
劫
。

作
罷
論
久
矣
。
居
恆
討
論
及
此
。
輒
為
浩
歎
。︵
…
後
略
…
︶

　

 ︵
前
掲
註
８
、
山
水
合
璧
展
図
録
参
照
︶

23 　
﹁
富
春
山
居
図
巻
﹂
が
無
用
師
に
贈
ら
れ
て
か
ら
百
年
以
上
の
時
を
経
て
、
一
四
八
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七
年
に
は
沈
周
所
蔵
と
な
っ
た
。
沈
周
は
友
人
に
題
跋
を
請
う
為
に
画
巻
を
渡
し
た

所
、
友
人
の
息
子
に
よ
っ
て
売
り
に
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
高
価
過
ぎ
て
買
い
戻
せ

な
か
っ
た
と
い
う
。
愛
玩
し
て
い
た
沈
周
は
、
自
ら
の
記
憶
を
頼
り
に
成
化
丁
未
︵
一

四
八
七
︶
年
に
模
本
︵
沈
周
﹁
倣
黄
公
望
富
春
山
居
図
﹂
一
四
八
七
年　

紙
本
着
色　

北
京
故
宮
博
物
院
︶
を
作
り
、
自
跋
で
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

　

沈
周
﹁
倣
黄
公
望
富
春
山
居
図
﹂
沈
周
自
跋

　

 

大
痴
翁
此
段
山
水
殆
天
造
地
設
。
生
平
不
見
多
作
。
作
輟
凡
三
年
始
成
。
筆
跡
墨
華
當

與
巨
然
亂
真
。
其
自
識
亦
甚
惜
。
此
巻
嘗
為
余
所
蔵
。
因
請
題
于
人
遂
為
其
子
乾
没
。

其
子
後
不
能
有
。
出
以
售
人
。
余
貧
又
不
能
為
直
以
復
之
。
徒
系
於
思
耳
。
即
其
思
之

不
忘
。
迺
以
意
貌
之
。
物
遠
失
真
。
臨
紙
惘
然
。
成
化
丁
未
︵
一
四
八
七
︶
中
秋
日
。

長
洲
沈
周
識
。︵
鈐
印
九
:
沈
。
石
田
。
沈
氏
啓
南
。
啓
南
︵
重
五
︶。︶︵
下
線
は
筆
者
︶

　

 　

ま
た
、
他
人
︵
樊
舜
挙
︶
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
あ
る
が
、
沈
周
は
、﹁
無

用
師
巻
﹂
に
題
跋
す
る
機
会
を
得
て
、
そ
こ
で
は
、
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
て

い
る
。︵
前
掲
註
８
、
山
水
合
璧
展
図
録
︶

24 　

伝
董
源
画
と
李
氏
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
﹂
と
の
構
図
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
救
仁
郷

秀
明
﹁
瀟
湘
臥
遊
図
巻
小
考
︱
董
源
の
山
水
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
︱
﹃
東
京
大
学
文

学
部
美
術
史
研
究
室
紀
要　

美
術
史
論
叢
六
﹄
東
京
大
学
文
学
部
美
術
史
研
究
室
、
一

九
九
〇
年
・
三
月
。
を
参
照
し
た
。

25 　

前
掲
註
11
、
鈴
木
敬
氏
論
文
、
一
一
八
頁
参
照

26 　

宮
崎
法
子
﹁﹁
瀟
湘
臥
游
図
巻
﹂
か
ら
趙
孟
頫
へ
﹂﹃
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学

科
紀
要
二
八
﹄
二
〇
一
四
年
。
一
︱
一
五
頁
。

27 　

趙
孟
頫
の
画
巻
と
し
て
著
名
な
﹁
鵲
華
秋
色
図
巻
﹂
は
、
青
緑
山
水
で
あ
る
点
、
鵲

山
と
華
不
注
山
と
い
う
造
形
に
特
徴
の
あ
る
実
際
の
景
色
︵
山
︶
を
描
く
こ
と
に
主
眼

の
あ
る
点
な
ど
を
考
慮
し
、
水
墨
を
基
調
と
し
た
山
水
画
巻
と
は
構
成
を
異
に
す
る
と

判
断
し
比
較
対
象
か
ら
外
し
た
。

28 　

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
ー
ヒ
ル
︵
新
藤
武
弘
訳
︶﹃
江
山
四
季
︱
中
国
元
代
の
絵
画
﹄
明

治
書
院
、
一
九
八
〇
年
。︵
原
書
名
:Jam

es C
ahill, H

ills Beyond a River : C
hiese 

Painting of the Yuan D
ynasty.

一
九
七
六
年
。︶

29 　

捕
捉
に
な
る
が
、
黄
公
望
は
﹃
写
山
水
訣
﹄
の
中
で
、
三
遠
に
つ
い
て
述
べ
て
お

り
、
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。﹁︵
…
前
略
…
︶
山
論
三
遠
。
從
下
相
連
不
斷
。

謂
之
平
遠
。
從
近
隔
開
相
對
。
謂
之
闊
遠
。
從
山
外
遠
景
。
謂
之
高
遠
。︵
…
後
略
…
︶﹂

30 　

小
川
裕
充
氏
は
、
米
友
仁
﹁
雲
山
図
巻
﹂
を
例
に
、
五
代
・
北
宋
か
ら
南
宋
時
代
に

か
け
て
華
北
山
水
・
江
南
山
水
を
問
わ
ず
に
行
わ
れ
た
、
中
心
線
に
よ
っ
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図１　黄公望「富春山居図巻（無用師巻）」元・至正10年（1350）完成　台北国立故宮博物院

全体図

▲　　　　　　　　　 第二段 ▲　　　　　　　　　第一段

▲　　　　　　　　　 第四弾 ▲　　　　　　　　　第三段

第六段 ▲　　　　　　　　　第五段

図２　「富春山居図巻（子明巻）」台北国立故宮博物院

全体図

図３　黄公望「剰山図」浙江省博物館
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図４　明　沈周「倣黄公望富春山居図」1487年　北京故宮博物院

全体図

図６　巻末部分

「無用師巻」

「子明巻」

沈周「倣黄公望富春山居図」

図５　巻頭部分

「無用師巻」

沈周「倣黄公望富春山居図」

「剰山図」

「子明巻」
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図７　復元図

図８　五代　伝董源「夏景山口待渡図」遼寧省博物館

図13　北宋　燕文貴「江山楼観図」大阪市立美術館

図14　北宋　許道寧「秋江漁艇図巻」ネルソンアトキンス美術館

図９　北宋　江参「千里江山図」台北国立故宮博物院

図10　南宋　李氏「瀟湘臥遊図巻」12世紀　東京国立博物館

図11　南宋　米友仁「雲山図」クリーブランド美術館 図12　北宋　李成「茂林遠岫図」遼寧省博物館

全体図
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図15　元　趙孟頫「水村図巻」1302年　北京故宮博物院

図16　元　趙孟頫「重江畳嶂図」台北国立故宮博物院

図17　元　趙孟頫「双松平遠図」メトロポリタン美術館

図18　黄公望「渓山雨意図巻」1344年以前　中国国家博物館

（全体図）

図19　北宋　王希孟「千里江山図巻」北京故宮博物院
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（冒頭部分）（前半部分）

図21　黄公望「富春山居図巻（無用師巻）」部分
（中頃） （後半部分）

図20　南宋　夏珪「渓山清遠図巻」台北国立故宮博物院

（全体図）
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